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ル( L-1690) の有効性を見出した。また，感梓膜中の口ドプシンの構造に関する知見を得た。 (1親細
胞外節ホモジネートの40% ショ糖に浮遊する分画から 4 %NaCl を含む溶液を用いて得た感梓膜標品







けの PK値は感梓膜けんだく液中で10.0， L-1690溶液中で9.6 ， 17P/Rhのリン脂質を含むジギトニ





存在が示唆された。 (3)SDS電気泳動で求めたロドプシンの分子量は51000 で， 10"Cで 8 日置いた眼球
から得たそれは39000 であった。アミノ酸組成から蛋白部分の分子量が各々 46800 ， 34900 と計算され
た。アミノ糖含量は同じだった。 N末部分は共にGly- X-Asp-だった。ロドプシンは C末の糖をもた
ない12000 dalron の部分を失うと結論した。感梓膜をプロテアーゼ処理するとロドプシンは分光学的
性質を変えず分子量は51000 から 39000 を経て25000 と 14000 の部分に分割された。分子量39000 ， 25000 , 
14000 のペプナドの混合物となったロドプシンのアミノ酸組成は39000 のそれと一致した。ロドプシン












せる方法により，視物質の C末端から 12 ，OOOde 1 tonのペプチドが容易に切断遊離されることがわかっ
たが，このペプチドはGlu ， Pro , Ala , Gly , Tyr を特に多く含み， a-helix量の少ないもので，おそら
く膜外に存在する親水性部分であると推定される。残りの37 ， 000dalton の部分は色素団レチナールを
含み，蛋自分解酵素の作用を受け難く，僅か一個所しか切断されなしミ。切断されでも可視吸収特性や
光化学反応に変化はなく，約60%のα-helix 含量を示すこの部分がむそらく膜中に存在するものである
と推定される。以上のように 菜嶋君の研究は頭足類視物質の特性 とくに感梓膜上でのその存在状
態の解明に踏みこんだもので 視物質の生理機能を考える上で多くの有用な知見を新しく提供してい
る。従って提出論文は理学博士の学位論文として十分な価値があると認められる。
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